
領海の限界線

低潮線

高潮線
排他的経済水域の限界線低潮線保全区域

（両島の概要）

限界線の基礎となる低潮線

200海里(約370km)

高潮線（最高水面）

低潮線（最低水面）

限界線の基礎となる低潮線

12海里(約22km)
領海 排他的経済水域

東京から約1,950km離れた日本最東端の島東京から約1,740km離れた日本最南端の島沖ノ鳥島

熱帯気候と亜熱帯気候の推移帯にあり、高温多湿かつ年間の気温差が
小さい。 （年平均気温25.4度）

日本で唯一、熱帯気候に属し、本土と比べ年間を通じて気温が高い。
(年平均気温26.5度)

南鳥島

降水量は、本土に比べてやや少ない。（年間降水量898.5mm（東京
(1657mm）の約54%））

秋期から春期にかけては平均有義波高3.5m程度と、厳しい波浪条件に
ある。 （2006年の最大有義波8.6m）

本土に比べ厳しい波浪条件（平均有義波2m超）。（2006年の最大有
義波6.76m）

毎年、多くの台風が通過し、台風期における沖ノ鳥島での海上工事は
基本的に困難。

渡島の時は近海仕様以上の船舶により約4日間かけて移動 渡島の時は自衛隊の航空機により約4時間かけて移動。

食料品等については、1回/週の頻度にて、自衛隊の航空機により供給。

渡島の時は近海仕様以上の船舶により約4日間かけて移動。

食料品等については、1回/月程度の頻度にて、船舶により供給。



【沖ノ鳥島】 【南鳥島】

（添付写真）

【沖ノ鳥島】 【南鳥島】

H25.4.8 作業（生活）母船「沖鳥丸」出港式

クレーン運転者、
合図者等の作
業員は先に梯
子と階段で作業
現場へ移動

現場へは作業母船から交通船に乗り換えて
移動 高波浪時における待機状況（H23.2月）

高温多湿な環境でのコンクリート
打設状況

荷捌施設上での作業状況（H25 6月）

荷捌施設据付状況
（引船にて据付位置に曳航:H25.4月）

荷捌施設上での作業状況（H25.6月）

水域管 視 実施状 実施
荷捌施設上での作業状況（H25 6月）

水域管理（巡視）実施状況（365日実施）揚油作業（共同）実施状況（6月）
荷捌施設上での作業状況（H25.6月）


